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平成26年10月20日

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

【碁石地区】

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1104 道路 市道懸札吉懸線の２００ｍほどが車の
すれ違いができない状況である。バック
でこの距離を戻るというのは厳しい。拡
張をお願いしたい。

３ｍ幅となっている２２０ｍの区間について５ｍ幅にできないか、今
年度、測量、設計を行っており、来年度以降の用地買収等が済み
次第、工事に入ります。平成２８年度末の完成を目指しており、地
元の協力もお願いします。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

平成２５年度より設計業務に着手し
ており、26年度以降に工事を行う
予定です。

建設課
市道整備担当
74-8074

会場 1105 道路 ＪＡ碁石支所前の県道について、ＪＡ碁
石支所前３００ｍほどセンターラインの
ない道がある。拡張のために、県では
今年度から測量と用地買収に入るため
予算も取っている。地権者との話し合
いも進んでいるが、一部難しいところが
あるので、市としても協力をお願いした
い。

県が地権者との交渉を行っているが、地権者全員の合意が取れて
いない。とのこと。合意が取れない限り設計にも入れないので、地
元の方のご協力をお願いします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

市としても、事業の進捗を図るた
め、県や地元と相談しながら合意
がいただけるよう協力してまいりま
す。

建設課
事業調整・用地
担当
74-8091

会場 1106 土木 石仏池の改修を震災対応の事業でお
願いしたい。

県で４０箇所を対象に調査したうち、１３箇所で改修が必要と判断さ
れているが、石仏池はそのうちのひとつ。しかしながらため池の改
修については、要望が多数あることから、今後のため池整備計画
について、県と調整をおこなっている現状です。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

会場 1107 土木 寺尾地内の高戸橋がまだ木造の橋で
ある。老朽化が進んでおり、民家が少
ないとはいえ、人も住んでいることやそ
の他作業場もあることから、早急に改修
をお願いしたい。

補修工事を実施しました。 ■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1108 地籍調
査

以前から地籍調査を要望している。地
境がわかる年寄りがいるうちに行政の
力を借りて境目をしっかりさせたい。早
急に地籍調査をお願いしたい。

平成２２～３１年までの１０カ年計画の中で久保、片倉、一の瀬を行
う予定にしています。それ以外の地域も次期計画にのせていきま
す。地籍調査は「緊急ではないが重要」な案件であると認識してい
ましたが、緊急であることがわかりました。行政で丁寧な地図を作る
のは時間がかかるので、地域で先に申し合わせをするような仕組
みもヒントとしていただきました。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
地籍調査担当
74-8094
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1109 鳥獣対
策

イノシシの駆除対策に力を注いで欲し
いが、市としてはどう考えているか。

今年度から専門的に対策を執るため「いのしし等対策課」を設置し
ました。主な対策として「イノシシの侵入防止対策」「捕獲の強化」
「集落ぐるみによる対策」などが考えられます。なお、今年度の主な
事業としては、市単独による侵入防止柵の設置補助金の創設、捕
獲檻の大幅な増設、鳥獣に特化したパトロール員の配置などを
行っております。

■可能
□□対応済
□■年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

今年度から専門的な対策をとるた
め「いのしし等対策課」を設けまし
た。今年度は電気柵を５km伸ばし
て総延長約300ｋｍに、捕獲檻は51
基増やし総数92基に増設しまし
た。それらの効果によりイノシシの
捕獲数は、昨年同時期に比べ３倍
以上の約225頭（9/28現在）となっ
ています。

いのしし等対策
課
30－7088

会場 1110 防災 市の原発に対する考え方を教えてほし
い。

氷見市で作成した「原子力防災計画について」で説明します。 ■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

会場 1111 空き家 片倉地区では地区で空き家対策を行
い、解体等を行っているが、まだ２件
残っている。空き家対策をお願いした
い。

平成２４年から空き家対策事業を行っています。ただ、せっかくの
立派な家を廃棄にしない取り組みをお願いします。空き家情報バ
ンクを利用して人に貸すという方法もあります。来年の春から空き
家対策課を作って、色々なアイディアを提案していきたいと考えて
います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

国の空き家対策法の制定が検討さ
れており、その推移を見守り、空き
家条例の制定を検討していきま
す。

商工・定住・都
市のデザイン課
建築・住宅担当
74-8079

会場 1112 後継者
不足

後継者不足の対策をお願いしたい。 地域の空き家に自分の息子を帰すことで補助金がでる等のアイ
ディアを空き家対策課で考えていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

子育て世代等の移住促進対策に
ついて検討を進めます。

商工・定住・都
市のデザイン課
定住・空き家対
策・中心市街地
担当
74-8075

会場 1113 企業誘
致

少子高齢化について、高齢化はとめら
れないが、少子化については企業誘致
で止められる。企業誘致についてはど
う考えているか？

トップセールスで働きかけていますが、景気の悪さから企業の活動
も鈍っています。ただ震災等もあり、地方へという流れはあるため、
頑張って雇用の場を確保するため、工業用地の確保にも努めてい
きます。特に若者が働きたいと思うような職場を確保したいと思って
います。また企業誘致以外でも雇用の場の創出を考えていきま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

新たな企業誘致や既存企業の発
展に協力していきたいと思っており
ます。

商工・定住・都
市のデザイン課
商工立地・交通
対策担当
74-8105
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1114 介護 看護師をしているが、介護等の問題で
入院者が帰るところがない場合がある。
施設の充実に力を入れて欲しい。氷見
市は利用できる施設が少ないのではな
いか？

国が定めた施設建設をストップする利用者率の指標が３７％のとこ
ろ、氷見市は４２％もある状況でした。また施設を増やせば、そのま
ま介護保険料にも影響するので、次期介護保険事業計画の中で
改めてアンケート調査を踏まえて検討します。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

皆様の要望を反映するためアン
ケートを実施し、その結果をふまえ
て、第六期介護保険事業計画の
策定の中で、給付と負担のバラン
スを考慮しながら、施設サービスと
在宅サービスのバランスの取れた
整備を進めていきたいと考えており
ます。

福祉介護課
介護保険担当
74-8066

現地 2025 土木 石仏池（一刎地内）の改修事業につい
て
① 農業用、融雪用に使っているため池
であり、農業用としての受益者は８名で
ある。
② 地区としてはこの先も利用できるよう
に、今回の事業を活用したい。

景色のいいところであるので、観光としても使えればいいと思う。 ■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

ため池の改修については、要望が
多数あることから、今後のため池整
備計画について、県と調整をおこ
なっている現状です。（№1106再
掲）

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

現地 2026 道路 市道原山線の道路改良について
①  平成１９年から陳情しているが、地
すべり地帯であるので、県・市・地元の
協議が進まない。
②  道が狭く、勾配が急なため、冬にな
ると救急車や消防自動車の進入が困
難になる。

道路改修により井戸水が使えなくなることが考えられる。道路を選
ぶのか水を選ぶのかを地元として十分に協議して欲しい。
例えば、道路を拡幅するのか救急車を小型化にするのかという選
択もあるのではないか。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

地すべり防止区域内に入ってお
り、県の対策工事が実施されたの
ち、改良計画について県と協議し、
対応します。

建設課
市道整備担当
74-8074


